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国際日本学研究所がCOEや学術フロンティア推進事業活動の中で最初に設定したテーマの一つに「日
本の中の異文化」がありました。国際日本学研究所は、当時、日本と世界を相対化する、メタサイエ
ンスとしての国際日本学の確立を目指していましたが、北と南に存在した独自の世界を描き出すこと
によって、日本の中にも異文化があると言うことを明確にし、国際日本学研究の一助としていたわけ
です。今回、近年の北方史研究の高まりを受けて、国際日本学研究所としても改めて北方世界に光を
当てていきたいと考え、日本の中の異文化研究会を再開することとしました。
再開第1回として下記の2本のテーマを設定しました。何れも最新の知見を踏まえたテーマです。北方
史に興味のある方はもちろんのこと、広く国際日本学に関心のある方の参加をお待ちしております 。

参加無料
事前申込が必要です

2023年

11月29日（水）
16：30～19：00 Zoomオンライン開催


